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     平成２５年度高齢者健康づくり事業推進フォーラム実施要領 

 

 

１．目 的 

  滋賀県後期高齢者医療広域連合では、医療保険財政の安定運営とともに、高齢者の方々 

 が、健康で生き生きと過ごしていただくこと（健康寿命の延伸）を目指して、京都大学 

 医学部の指導・支援をいただき構成市町・関係機関と共同で、高齢者の健康づくりに取 

 り組んで参りました。 

 さて、平成２５年度に当広域連合が取り組んだ健康づくり事業の内容と成果について、 

 市町の後期高齢者医療担当職員や保健師、地域包括支援センターの職員等、関係者の皆 

 様にご報告することにより、市町における高齢者の健康づくり施策の参考としていた 

 だき、また、当広域連合とのよりよい協力関係を築いていくことを目的に、本フォーラ 

 ムを開催します。 

 

２．主 催  滋賀県後期高齢者医療広域連合 

 

３．後 援  滋賀県、滋賀県保険者協議会 

 

４．日 時  平成２６年２月２７日（木）１４時５０分～１７時００分 

 

５．場 所  滋賀国保会館 ４階大会議室 

 

６．内 容  ①平成２５年度高齢者健康づくり事業の取組について 

                （京都大学医学部公衆衛生学教室 准教授 里村 一成さん） 

         ・後期高齢者健康診査事業の見直し 

・腎疾患の予防対策支援事業（米原市の取組）など 

 

       ②在宅医療普及推進事業について（守山市） 

 

       ③一次医療体制再構築事業について（愛荘町） 

 

④糖尿病性腎症重症化予防事業、東近江市版お薬手帳普及啓発促進事業について 

                                      （東近江市） 

 

７．対象者  市町後期高齢者医療担当職員、保健師、市町地域包括支援センター職員、 

       県関係機関職員等 

 



平成２５年度高齢者健康づくり事業推進フォーラム進行表 

 

                        日時：平成２６年２月２７日（木） 

                              １４時５０分～１７時００分 

                                                     場所：滋賀県国保会館 ４階大会議室 

 

 

１４：５０ 開会（あいさつ） 

 

   平成２５年度高齢者健康づくり事業の取組について 

・ 肺炎球菌ワクチン予防接種費用助成事業 

・ 後期高齢者健康診査事業 

・ 腎疾患の予防対策支援事業（米原市の取組） 

        京都大学医学部公衆衛生学教室 准教授 里村 一成 氏 

 

 

 

１５：２０ 高齢者健康づくり事業事例発表① 

      ・在宅医療普及推進事業 

        守山市 すこやか生活課 参事 小川 靖子 氏 

 

 

１５：５０ －－－  休 憩  －－－ 

 

 

 

１６：００ 高齢者健康づくり事業事例発表② 

      ・一次医療体制再構築事業 

        愛荘町 健康推進課 課長 酒井 紀子 氏 

 

 

１６：３０ 高齢者健康づくり事業事例発表③ 

      ・糖尿病性腎症重症化予防事業 

      ・東近江市版お薬手帳普及啓発促進事業 

        東近江市 保険年金課 主幹 夏原 善治 氏 

 

 

１７：００ 閉会 



 

市町の高齢者健康づくり事業の紹介 

 

 

【腎疾患予防対策支援事業（米原市）】 （里村准教授が講演の中で取組を紹介） 

 

 米原市では、慢性腎臓病の発症・進行予防を目的に、健診結果から腎機能低下や腎障が

いがみられた方に保健指導を実施する。また、医療機関（市内開業医と市立長浜病院腎臓

内科）との連携体制を構築してきた。平成２３年度に当広域連合の補助事業として実施し

た。今年度は補助事業ではないが、引き続き、京都大学と当広域連合が事業に協力。 

 

 

 

【在宅医療普及推進事業】 

                守山市健康福祉部すこやか生活課 参事 小川 靖子 

「在宅医療・在宅看取りの普及・推進モデル事業」の継続をはじめ、入院から在宅医療

への円滑な移行を推進し、多職種が連携した支援環境を整えることにより、在宅療養を希

望する患者および家族が安心して在宅療養を続けることができる体制の構築を目指す。 

 

 

 

【一次医療体制再構築事業】 

                       愛荘町健康推進課 課長 酒井 紀子 

 町の特性として、流入による働き盛りの年齢層や、若年層の増加はあるものの、以前か

ら在住している高齢者、特に介護が必要になる時期である後期高齢者は着実に増加してい

る。また、町内の開業医の高齢化や町外在住により診療所も減少していく中で、公共交通

機関も不便な町の在宅医療を支えていかなくてはならない。このような状況の中、愛荘町

版地域医療計画を策定し、地域ケア・在宅医療の再構築を目指す。 

 

 

 

【糖尿病性腎症重症化予防事業・東近江市版お薬手帳普及啓発促進事業】 

                 東近江市市民環境部保険年金課 主幹 夏原 善治 

 東近江市の健康課題である「高血圧」と「高ＬＤＬコレステロール」という糖尿病の危

険因子に対応し、高額な医療費となる人工透析への重症化予防事業を実施する。レセプト

から対象者を抽出し、医療機関と連携し保健指導を実施する。 

 また、災害に対応した「東近江市版お薬手帳」を作成し、医療費の適正化を目指して事

業を実施する。 

 

 



平成25年度 
滋賀県後期高齢者医療広域連合

の事業 

京都大学 

里村一成 

肺炎球菌ワクチン接種助成事業 

•平成21，22年度のモデル事業より5年間実施 

•平成26年度10月より定期接種化となり、広域連合
の事業ではなくなる 

•平成26年度9月までは現行の事業の継続 



肺炎球菌ワクチン接種費用助成事業 市町別接種者数
累計一覧 

平成25年12月接種まで (単位：人） 

市町名 
被保険者数(A) 

(平成25年12月末現在） 

累計人数 
(B) 

接種割合 
(B/A) 

モデル事業 
（平成21年、22年度） 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 

大津市 35,268  6,858  19.45% 126  3,732  1,389  1,611  

彦根市 12,306  2,094  17.02% 85  900  433  676  

長浜市 16,247  2,366  14.56% 162  795  550  859  

近江八幡市 9,245  1,720  18.60% 261  613  350  496  

草津市 10,305  1,637  15.89% 49  746  339  503  

守山市 6,747  1,647  24.41% 690  387  250  320  

栗東市 4,564  817  17.90% 4  391  158  264  

甲賀市 11,309  2,072  18.32% 87  828  616  541  

野洲市 5,163  893  17.30% 1  396  245  251  

湖南市 4,283  892  20.83% 13  216  138  525  

高島市 8,310  1,963  23.62% 384  869  307  403  

東近江市 13,357  2,123  15.89% 13  1,028  421  661  

米原市 5,876  924  15.72% 12  374  214  324  

日野町 3,223  458  14.21% 6  153  167  132  

竜王町 1,402  596  42.51% 195  104  197  100  

愛荘町 2,256  332  14.72% 2  155  59  116  

豊郷町 854  127  14.87% 1  61  38  27  

甲良町 1,100  147  13.36% 1  62  29  55  

多賀町 1,328  174  13.10% 11  68  33  62  

合計 153,143  27,840  18.18% 2,103  11,878  5,933  7,926  

○重複接種期間  一覧表 （H26.2.21現在） 

  平成26年1月接種分まで 

  H23年度 H24年度 H25年度 重複接種者 
合計 

１年以内 3 13 6 22 

２年以内 6 18 25 49 

３年以内 4 1 再接種 16 5 

４年以内 0 4 再接種 3 4 

５年以内 0 0 再接種 3 0 
重複接種者 

合計 13 36 31 80 
上記合計のうち同一医療機関で
の接種人数 

（6） （16） （15） 
  

  累計 モデル事業 H23年度 H24年度 H25年度 

接種者数 29,013  2,103  11,878  5,933  9,099  

重複接種の割
合 

0.28% - 0.11% 0.61% 0.34% 



平成２５年度 肺炎球菌ワクチン予防接種費用助成事業にかかる重複接種の防止対策 

被接種者データの
提供（毎月更新） 

 
・広域連合作成の検索シ
ステムのデータにより再
交付時に接種履歴を確認
し、窓口において「接種
済みシール」を貼付 

被保険者の接種履歴について
の問い合わせ・確認 

 
・接種履歴の管理（被接種者データベースの構築） 
・データの作成および提供 
・「接種済みシール」の貼付や接種歴の確認の徹底を 
 関係機関へ依頼 
・広報による重複接種の注意勧告 

被保険者証での接種履歴の管理を依頼 

被接種者の接種履歴についての問い合わせ・確認 

紛失により被保険者証の再交付依頼 

該当者には「接種済みシール」を被保険者証に貼付 

接種後に「接種済
みシール」を被保
険証に貼付 

被保険者証を窓口
に必ず提示 

 
・接種前に被保険者証にて接種済みの印字、シールを確認 
・問診票にて接種履歴の確認 
・接種後に被保険者証へ「接種済みシール」を貼付 

・平成25年8月1日から
使用する被保険者証にて
平成21年～25年3月の
被接種者には上記文言を
印字 平成25年4月～7月の間

の被接種者へは「接種済
みシール」を直接送付 

広域連合 

市 町 

指定医療機関 

被保険者 

◎肺炎球菌ワクチンは通常5年に1回接種とされており、健康被害を防ぐ目的として 
   重複接種の危険を回避する必要がある 

○広域連合では助成事業での被接種者については被保険者証にて接種履歴の管理を実施 
 →被保険者証（表面）備考欄に「平成○○年○○月肺炎球菌ワクチン接種済」を印字 
 →被保険者証（裏面）に「接種済みシール」を貼付 

印字箇所 

〈表〉 〈裏〉 〈シール見本〉 



特別養護老人ホームの肺炎球菌ワクチン接種率 
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健康診査 

• 生活習慣病で受診中、介護を受けている人
は元々対象外にしていたが、経過措置を行っ
ていた。市町によってその対応が違う。 

• 27年度から受診対象者を明確にする 

後期高齢者に対する健診・保健指導の在り方に 
関する論点(厚労省ホームページより） 

 １．基本的な考え方について 

 ○ ７５歳以上の者（後期高齢者）については、必要な場合には、７５歳となる前までに、特定保健指導が行われてきて
いると考えられる。  

 ○ 後期高齢者については、生活習慣の改善による疾病の予防効果が、７５歳未満の者よりも大きくないと考えられる
とともに、生活習慣の改善が困難な場合も多く、ＱＯＬの確保が重要なってきているのではないか。  

 ○ 後期高齢者については、生活習慣の改善による疾病の予防というよりも、ＱＯＬを確保し、本人の残存能力をでき
るだけ落とさないようにするための介護予防が重要となってくるのではないか。  

 ○ 糖尿病等の生活習慣病を早期発見するための健康診査は重要である。  

 

２．健康診査について 

 ○ 後期高齢者についても、糖尿病等の生活習慣病を早期発見するための健康診査は重要であるが、上記の理由か
ら、７５歳未満と同様に生活習慣改善のための保健指導を一律に実施する必要はないのではないか。 

 ○ ７５歳未満の者に対する健診項目は、糖尿病等の生活習慣病に着目したものであるため、後期高齢者に健診項
目については、基本的には、７５歳未満と同様の項目でよいのではないか。  

 ○ 積極的な減量等を一律に行わないのであれば、腹囲については、医師の判断等によって実施する項目としてはど
うか。  

 ○ 心電図等の医師の判断により実施する項目については、健診機関の医師が、これらの検査の必要性を含めて、

受診勧奨とするか否かを判断し、受診勧奨と判断された者については、医療機関において、必要な検査を実施するこ
ととしてはどうか。  

 ○ 後期高齢者に対する健康診査の主な目的が、生活習慣病を早期に発見して、必要に応じて、医療につなげていく

ことであるならば、糖尿病等の生活習慣病についてかかりつけ医を受診している者については、必ずしも、健康診査を
実施する必要はないのではないか。  



３．保健指導 
 ○ 後期高齢者については、本人の残存能力を落とさないこと、ＱＯＬの確保等が重要であるとともに、個々の

身体状況、日常生活能力、運動能力等が異なっている場合が多いため、４０～７４歳と同様に一律に行動変容
のための保健指導を行うのではなく、本人の求めに応じて、健康相談、指導の機会を提供できる体制が確保さ
れていることが重要ではないか。  
 
４．地域支援事業との関係について 
 ○ 市町村においては、受診者の負担を軽減するため、後期高齢者に対する健康診査と地域支援事業におけ
る生活機能評価を共同で実施することが望ましいのではないか。  
 ○ 同様の観点から、前期高齢者に対する特定健康診査についても地域支援事業における生活機能評価と共
同で実施することが望ましいのではないか。  

 
 

医療機関にて検査を受診した被保険者数 

検
査
項
目 

検査項目名 

Ｈ
ｂ
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ク
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チ
ニ
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健診検査項目 
との対応 

HbA1c 血糖 
ＡＳＴ 
（GOT） 

ＡＬＴ 
（GPT） 

γ-GTP 
中性 
脂肪 

ＨＤＬ ＬＤＬ   （貧血）   

調
査
対
象
者 

健診対象者 
27,470人 

6,219  13,028  14,859  14,757  13,228  12,303  10,196  8,717  7,885  12,362  15,055  

除外（生活習慣病） 
109,476人 

50,170  84,555  93,223  92,289  85,651  86,131  75,226  65,216  50,282  80,206  94,003  

除外（要介護） 
46,490人 

17,330  33,584  36,776  36,483  33,697  32,743  27,614  23,108  20,780  32,472  36,947  

割
合 

健診対象者に占める
割合 

22.6% 47.4% 54.1% 53.7% 48.2% 44.8% 37.1% 31.7% 28.7% 45.0% 54.8% 

除外（生活習慣病） 
に占める割合 

45.8% 77.2% 85.2% 84.3% 78.2% 78.7% 68.7% 59.6% 45.9% 73.3% 85.9% 

除外（要介護） 
に占める割合 

37.3% 72.2% 79.1% 78.5% 72.5% 70.4% 59.4% 49.7% 44.7% 69.8% 79.5% 

  
※平成24年4月1日時
点での被保険者を調
査対象とした。 

※調査対象は、平成
24年3月～平成25年2
月診療分の医科レセ
プト（入院・入院外）と
する。 



22.6% 

47.4% 

54.1% 53.7% 

48.2% 

44.8% 

37.1% 31.7% 

28.7% 

45.0% 

54.8% 

45.8% 

77.2% 
85.2% 84.3% 

78.2% 

78.7% 

68.7% 

59.6% 

45.9% 

73.3% 

85.9% 

37.3% 

72.2% 79.1% 

78.5% 

72.5% 
70.4% 

59.4% 

49.7% 

44.7% 

69.8% 
79.5% 

0%

50%

100%

健診対象者に占める割合 除外（生活習慣病） 

に占める割合 

除外（要介護） 

に占める割合 

健診後の保健指導 

• 年齢を考慮したマニュアルの作成 

• 前期高齢者の指導との継続性の維持 



米原市におけるCKD 

• 健診で見つかったCKDの患者について本人

の同意があれば連絡票を医療機関に持参さ
せる。持参された紹介状に対してCKDに対す

る治療や塩分等の制限、行政の健康教育の
依頼等について返送してもらう。 

• かかりつけ医がない場合、行政から長浜市
民病院腎臓内科に紹介 

  尿検査･GFR共に実施     A1 A2 A3 
  

2,986 人 
  
（－）or（±

） 
（＋） 

    

（2＋）以上 
    【再掲】 

尿潜血＋以
上 

              

治
療
な
し 

  
1,565 人 20 人 7 人 4 人 

98.5% 1.3% 35.0% 0.3% 

G1 
正常 

または高値 
90以上 

117 人 116 人 1 人 0 人 0 人 

7.4% 7.3% 0.1% 0.0% 0.0% 

G2 
正常または 
軽度低下 

60-90 
未満 

1,192 人 1,177 人 12 人 6 人 3 人 

75.0% 74.1% 0.8% 50.0% 0.2% 

G3a 
軽度～ 

中等度低下 
45-60 
未満 

270 人 263 人 6 人 1 人 1 人 

17.0% 16.6% 0.4% 16.7% 0.1% 

G3b 
中等度～ 
高度低下 

30-45 
未満 

9 人 8 人 1 人 0 人 0 人 

0.6% 0.5% 0.1% 0.0% 0.0% 

1,589 G4 高度低下 
15-30 
未満 

1 人 1 人 0 人 0 人 0 人 

         人 0.1% 0.1% 0.0% -- 0.0% 

  

G5 
末期腎不全 
（ESKD） 

15未満 

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

  0.0% 0.0% 0.0% -- 0.0% 

治
療
中 

4 人 1 人 1 人 0 人 2 人 

0.3% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1% 

G4 高度低下 
15-30 
未満 

8 人 4 人 1 人 0 人 3 人 

0.6% 0.3% 0.1% 0.0% 0.2% 

G3b 
中等度～ 
高度低下 

30-45 
未満 

38 人 30 人 5 人 1 人 3 人 

2.7% 2.1% 0.4% 20.0% 0.2% 

G3a 
軽度～ 

中等度低下 
45-60 
未満 

323 人 306 人 11 人 4 人 6 人 

23.1% 21.9% 0.8% 36.4% 0.4% 

1,397 G2 
正常または 
軽度低下 

60-90 
未満 

944 人 915 人 27 人 8 人 2 人 

         人 67.6% 65.5% 1.9% 29.6% 0.1% 

  
G1 

正常 
または高値 

90以上 
80 人 78 人 1 人 0 人 1 人 

  5.7% 5.6% 0.1% 0.0% 0.1% 

  

  

1,334 人 46 人 13 人 17 人 

  95.5% 3.3% 28.3% 1.2% 

  A1 A2 A3 



保健指導を優先すべき対象は？ 

  総数 
  

40代 50代 60代 70-74歳 

治
療
な
し 

①グループ 
重症度分類：赤 

3 人 0 人 0 人 1 人 2 人 

0.2% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7% 

②グループ 
重症度分類：オレンジ 

17 人 0 人 2 人 8 人 7 人 

1.1% 0.0% 11.8% 47.1% 41.2% 

③グループ 
重症度分類：黄色 

276 人 11 人 18 人 127 人 120 人 

17.4% 4.0% 6.5% 46.0% 43.5% 

1,589 ④グループ 
重症度分類：緑 

1,293 人 141 人 163 人 661 人 328 人 

         人 81.4% 10.9% 12.6% 51.1% 25.4% 

治
療
中 

①グループ 
重症度分類：赤 

26 人 0 人 2 人 10 人 14 人 

1.9% 0.0% 7.7% 38.5% 53.8% 

②グループ 
重症度分類：オレンジ 

44 人 0 人 2 人 16 人 26 人 

3.1% 0.0% 4.5% 36.4% 59.1% 

③グループ 
重症度分類：黄色 

334 人 0 人 6 人 149 人 179 人 

23.9% 0.0% 1.8% 44.6% 53.6% 

1,397 ④グループ 
重症度分類：緑 

993 人 15 人 65 人 508 人 405 人 

         人 71.1% 1.5% 6.5% 51.2% 40.8% 

＊尿検査・GFR共に実施した者で計上 

人工透析新規導入患者状況（平成16年4月～平成26年1月末まで） 平成26年1月末現在 

  

 年度     
15年度 
以前 

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度       25年度 

  月     4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

                                    

            男 ７７才                         

              男 ８５才                         

                                                                              男 ６５才                         

    

＜原因疾患＞ 

                              男 ９０才                         

          男 ５７才                                                 

          男 ８４才                                                 

          女 69才                                                 

                            

糖尿病性腎症 

    女 79才                                                 

                                男 76才                                                 

                                男 81才                                                 

          男 ６６才                                                 

          女 ８９才                                                 

                            

腎炎ほか 

    女 67才                                                 

                                男 77才                                                 

                                男 81才                                                 

                                                                      男 70才                                                 

      男 78才                                                 

      男 ６２才                                                 

                      男 ５３才                                                 

    
女 76才 

                                                                        

    男 71才                                                                         

  女 78才                                                                     

  女 70才                                                                         

  男 86才                                                                             

  男 85才                                                                             

  男 88才                                                                             

  女 86才                                                                             

  女 38才                                                                             

    男 83才                                                                                                     

    男 60才                                                                                                     

    男 82才                                                                                                     

    女 76才                                                                                                     

  男 75才                                                                                                     

  男 85才                                                                                                     

  男 57才                                                                                                     

  女 83才                                                                                                     

  男 77才                                                                                                     

  女 82才                                                                                             

  男 62才                                                                                                     

  男 82才                                                                                                     

                    男 88才                                                                                                     

  男 63才                                                                                                                             

  男 87才                                                                                                                             

  女 83才                                                                                                                             

  女 79才                                                                                                                             

  男 70才                                                                                                                             

  男 83才                                                                                                                             

                    女 78才                                                                                                                             

  男 82才                                                                                                                                                     

  男 78才                                                                                                                                                     

  女 90才                                                                                                                                                     

  男 76才                                                                                                                                                   

  男 56才                                                                                                                                                     

  女 82才                                                                                                                                                     

  男 75才                                                                                                                                                     

  女 86才                                                                                                                                                     

  女 84才                                                                                                                                                     

  女 87才                                                                                                                                                     

  女 74才                                                                                                                                                     

  女 81才                                                                                                                                                 

                    男 80才                                                                                                                                                     

  男 71才                                                                                                                                                                     

  男 69才                                                                                                                                                                             

  女 75才                                                                                                                                                                     

  男 78才                                                                                                                                                                             

  女 84才                                                                                                                                                                 

  女 86才                                                                                                                                                                             

  男 85才                                                                                                                                                                             

  男 65才                                                                                                                                                                             

  男 80才                                                                                                                                                                             

  男 88才                                                                                                                                                                             

  男 71才                                                                                                                                                                         

  女 53才                                                                                                                                                                             

  女 66才                                                                                                                                                                             

  男 67才                                                                                                                                                                             

  男 71才                                                                                                                                                                             

                    女 58才                                                                                                                                                                             

  女  56才                                                                                                                                                                                                     

  男  51才                                                                                                                                                                                                     

  女  62才                                                                                                                                                                                                     

  女  81才                                                                                                                                                                                                     

  女  65才                                                                                                                                                                                                     

  女  77才                                                                                                                                                                                                     

  男  59才                                                                                                                                                                                                     

  女  58才                                                                                                                                                                                                   

  男  65才                                                                                                                                                                                                     

  男  66才                                                                                                                                                                                                     

  男  71才                                                                                                                                                                                                     

  男  57才                                                                                                                                                                                                     

  男  70才                                                                                                                                                                                                     

                    男  65才                                                                                                                                                                                                     

  男 60才                                                                                                                                                                                                                             

  女 75才                                                                                                                                                                                                                             

  男 74才                                 転 出                                                                                                                                                                                         

  男 75才                                                                                                                                                                                                                             

  女 58才                                                                                                                                                                                                                             

  男 63才                                                                                                                                                                                                                             

  女 46才                                                                                                                                                                                                                             

  女 89才                                                                                                                                                                                                                             

  女 77才                                                                                                                                                                                                                             

    女 74才                                                                                                                                                                                                                             

  女 74才                                                                                                                                                                                                                             

    男 56才                                                                                                                                                                                                                                                 

    女 56才                                                                                                                                                                                                                                                 

    男 64才                                                                                                                                                                                                                                                 

    男 69才                                                                                                                                                                                                                                                 

    男 68才                                                                                                                                                                                                                                             

    女 77才                                                                                                                                                                                                                                                 

    男 55才                                                                                                                                                                                                                                                 

    男 49才                                                                                                                                                                                                                                                 

    男 74才                                                                                                                                                                                                                                                 

    男 83才                                                                                                                                                                                                                                                 

    男 78才                                                                                                                                                                                                                                                 

      男  73才                                                                                                                                                                                                                                                 

女 68才                                                                                                                                                                                                                                             

女 80才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 61才                                                                                                                                                                                                                                                       

女 75才                                                                                                                                                                                                                                                       

女 70才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 56才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 55才                                                                                                                                                                                                                                                 

男 44才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 53才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 62才                                                                                                                                                                                                                                                       

女 54才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 69才                                                                                                                                                                                                                                                       

女 63才                                                                                                                                                                                                                                                     

男 51才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 58才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 61才                                                                                                                                                                                                                                                       

女 51才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 43才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 46才                                                                                                                                                                                                                                                       

女 45才                                                                                                                                                                                                                                                       

女 19才                                                                                                                                                                                                                                                       

女 43才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 38才                                                                                                                                                                                                                                               転出       

男 52才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 66才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 46才                                                                                                                                                                                                                                                       

女 49才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 16才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 63才                                                                                                                                                                                                                                                       

女 26才                                                                                                                                                                                                                                                       

女 43才                                                                                                                                                                                                                                                       

男 47才                                                                                                                                                                                                                                                       

  月     
15年度 
以前 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
5.63636363

6 
5.50349650

3 
5.37062937

1 
5.23776223

8 
5.10489510

5 
4.97202797

2 
4.83916083

9 
4.70629370

6 
4.57342657

3 
4.44055944

1 
4.30769230

8 
4.17482517

5 

 年度     16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 



  連絡票使用了承 

尿タンパク（＋）以上 25 

eGFR低下 29 

合計 54 

  返信あり 

尿タンパク（＋）以上 18 

eGFR低下 22 

合計 40 

  医療機関で実施 市に依頼 

尿タンパク（＋）以上 8 5 

eGFR低下 10 7 

合計 18 12 

栄養相談等
の教育 



 

平成25年度 
守山市在宅医療普及推進事業 

 

平成26年２月27日 
 

守山市すこやか生活課 小川 靖子 

人口  80,022人(2014/１） 
※ 毎年１％ずつ人口が増加。県内トップの増加率  

※ 高齢化率18.87％（2014/1） 

面積  55㎢ （陸地面積 45 ㎢ ）  

充実した医療機関 良質な子育て・教育環境 落ち着いた地域・自然環境 

電車で京都まで２５分、大阪まで５５分 

まちづくりの基本理念 「のどかな田園都市」 

「住みよさランキング」近畿４位、全国29位 
※ 都市データバック 2013年版（2010年版 近畿１位、全国10位） 

 

 守山市の概要 



 今、守山市は・・・ 

～住みやすさ日本一が 

実感できるまち守山をめざして～ 
   

  「健康づくり」「生きがいづくり」「在宅支援」を
３本柱に、すこやかまちづくり行動プラン（平成22
年12月策定）を推進しています。 

   

すこやかまちづくり行動プランの推進 

 すこやかまちづくり行動プランの概要 

◎ 自らの心身に対する健康意識を高め、その維持に向け、自ら計画し行動する市民 
◎ 絆でつながり、お互いに助け合う地域 
◎ 市民や地域の活動に寄り添い、しっかりと支える行政 

「すこやかまちづくり運動」 

として市を挙げて取組 

行動プランの目標 
・守山市が住みやすいまちだと思う割合：72％→80％（総合計画アンケートによる） 
・健康寿命（※）：男２位・女17位→男女とも県内で第１位（滋賀県資料による） 

生きがいづくり 健康づくり 在宅支援 

市
民
・地
域
の
取
組
を
促
す
仕
掛
け 

市
の
取
り
組
む
施
策 

① すこやかチャレンジ事業の推進
（平成24年５月導入) 

② 健(検)診の受診率向上運動の 
  展開 

① 健康づくり環境の整備 

② 保健活動の強化 

① 市民農園づくりキャンペーン 
  の実施 

② いきがい活動ポイント事業の 
   実施（平成24年６月導入) 

③ 居場所づくり運動の展開 

① ボランティア・ＮＰＯ等の活動 
  の支援 

② 障害者の交流事業の推進 

① 地域での共助による移動支援の
取り組みの推進、地域交通の充実 

② 居場所づくり運動の展開(再掲) 

① 地域包括ケアシステムの推進 

② 安心ネットワークの推進 

・ 健康推進員等とともに、受診率向上 
運動を実施 

・健診（検診）受診や健康イベント参加、
また、運動、食、禁煙の目標を各人が設
定、クリアすればポイント付与。商品券
等への交換や学校等への寄付が可能 

・ 自治会を中心に居場所づくりを呼びか  
け、取組をソフト、ハード両面から支援 

・ 福祉施設等でのボランティア活動を通
じた社会参加と生きがいづくりを支援 

・ 遊休農地を活用し、生きがい就労づくり
を後押し ・ 地域交通の充実は、「既存バス路線の充

実」と位置づける中、既存バス路線を補完し、
自家用車や運転免許証を持たない65歳以
上の方や、身体的な理由により車運転がで
きない方などを特定目的地へ移動が可能な
『もーりーカー(デマンド乗合タクシー)』の運
行を平成24年12月より運行を開始 

・ ウォーキングマップやサイクリング
コースの整備 
・健康まつりや自治会等でのウォーキン
グマップを活用したウォーキングの推進 

・ 保健師が地域の中でしっかりと活動で  
きる体制の整備や、資質向上のための 
取組の実施、実態調査を基に保健活動 
の充実 

・ 情報提供や広報など市民交流センター、  

 社会福祉協議会、行政との連携による   
 支援 

・ スポーツ、文化活動の推進 
・ 気軽に交流できる居場所づくりを推進 

・ 在宅医療・介護連携事業の推進 
  →医療、介護、保健、福祉の関係者が連携した   
    在宅医療や在宅看取りの推進 
・地域ケア会議の開催 
・認知症対策、高齢者虐待の防止対策の強化 
・市民病院での地域医療との連携 

 

・ すこやか訪問事業の体制整備により、地
域における保健福祉機能の一層の充実を
図ると共に、高齢者等の医療情報提供の
仕組みづくりを推進 

※健康寿命とは日常的に介護を必要としないで自立した生活ができる生存期間のこと 

【H25改正案】 



人口動態 

（％） （人） 

資料：2010年までは守山市統計書（国勢調査）、2013年は９月１日現在の守山市住民基本台帳、 

    2015年以降は国立社会保障・人口問題研究所による「日本の地域別将来推計人口（平成25年３月推計）より 

介護保険認定率 



自宅での死亡率 

死亡の場所別にみた市町別「自宅」死亡率  

Ｈ22年  

Ｈ23年  

□滋賀県立成人病センター 
  284床（新館）＋256床（増築）＝540床 

  新病棟増築（平成27年10月末完成予定） 
  無菌病棟の設置 
  外来化学療法センターの拡充 
  

□滋賀県立小児医療センター 
 主に難治・慢性疾患の子どもを対象とした医療・保健・療育・福祉サービスの県の中核機関とし

て、安心・信頼・満足の得られる医療・ケアの包括的なサービス提供を行います。  

 

□守山市民病院 
  一般病床     159床 

     療養病床       40床 

 

□診療所（H25.3.31現在） 

   一般診療所  ６２施設 
 （うち在宅支援診療所は３施設） 
   歯科診療所  ３２施設 
   薬局       ２９施設 

 在宅医療を支える医療資源＜守山市内の医療機関＞ 

滋賀県立成人病センター 

滋賀県立小児医療センター 

守山市民病院 



平成24年度 在宅医療普及・推進モデル事業の取組 

□目的    
  団塊の世代が後期高齢者となる2025年を見据え、今から  
 高齢者が住み慣れた地域で生活を続け、平穏な死を迎えるこ 
 とができる体制を構築する。 

□モデル事業の内容  
   
  １ 主治医・副主治医制 
 
  ２ 訪問看護サービス費用の助成 
 
  ３ チームサポート 
    ・退院時カンファレンスの開催 
      ・退院して３か月後、６か月後にカンファレンスの開催 
 
  ４ 緊急時の受け皿の確保 

退院 
 

在宅療養 

２ 介護保険の申請・介護支援専門員の決定 

３ 退院時カンファレンスの開催 

 （サービス担当者会議の開催） 

４ 定期カンファレンスの開催 

  （３か月後・６か月後） 

１ 主治医・副主治医の決定 

モデル事業の流れ 

退院が決定したら・・・ 入院 

訪問看護サービス等の利用 

必要に応じて、市民病院
の在宅支援病床を利用 

チームで 
サポート 



事業を拡大し、
守山市の在宅医
療・在宅看取り
の環境づくりを
推進 

副主治医 主治医 

地域連携室 

病院医師 

成人病センター 
守山市民病院 

訪問看護師 

在宅患者 

訪問診療 

歯科医師 薬剤師 ケアマネジャー 

介護サービス 

守山市民病院 

急変時の受入れ等 

退院時 
カンファレンス 

Ｈ24の取組 

「在宅医療・在宅看取りの普及・推進モデ
ル事業」の実施 （６か月間 ６名） 

  ①主治医・副主治医制度  

  ②訪問看護サービスの費用助成  

  ③チーム体制でサポート 

 

Ｈ25の主な事業 
 

①【継】モデル事業の６か月間継続  
 ・主治医・副主治医制および在宅看取りが可能な人の 
  状態像や条件等を検証。新規ケースを含め10名程度。 

②【新】訪問看護サービスの費用助成 
 ・目 的：訪問看護の理解と利用を促進し、在宅療養 
      を推進 
 ・対象者：病院から退院し、新規に訪問看護を利用す 
      る人 30名程度 
 ・内 容：退院後３か月間に限り、訪問看護サービス 
      費を月額１万円まで助成 
 ・条 件：退院時カンファレンスの実施 

③【新】医療・看護・介護等関係者の「顔の見 
    える関係づくり」      
 ・２か月に１回程度、市内の医療・介護関係者が集 
  まる勉強会を開催 

④【新】在宅医療を担う関係者のための学習会 
    の開催           
   ・関係する制度や法令、手続きや具体的な実践例な 

   どの学習会を開催 

⑤【継】市民啓発：在宅医療・在宅看取りの関 
    心を高めるための講演会を開催  
                  

 

H24年度の取組を踏まえたH25年度の取組 

事例１（H24年度より継続） 

H24年度の様子 
 
・ 認知症の妻を夫が介護。訪問してくれ 
  る医者を希望。 
 

・ かかりつけ医が往診できなかったため 
  主治医になってくれる医師が見つから 
  ず、調整に時間がかかった。 
 

・ 入院中は自由に動けなかったが、退院 
  後は歩行も自由になり、一度徘徊もし 
  た。 
 

・ デイサービスは、本人の拒否があり参 
  加できず。夫は献身的に介護をしてい 
  る。 
 

・ 歯科医師は、モデル事業を機会に訪問 
  での口腔ケアを実施してくれるように 
  なった。 
 

・ 薬局は、他機関からの情報を得ること 
  で、薬からだけでなく直接主治医から 
  病状を聞けたことがよかった、と感想 
  をいただいた。 

   ７９歳 女性 心筋梗塞・認知症 介護者は夫（同居の娘がいるが関わっていない） 
   退院時に介護保険を新規申請し、要介護５の認定を受ける→更新により要介護４ 

H25年度の様子 
 
・ 主治医 ：月１回訪問診療 
  副主治医：出番なし 
  歯科医 ：３月中旬より５回訪問（むし歯治療） 
  訪問看護：週２回（状態観察、服薬確認、保清等） 
  薬剤師 ：服薬指導（薬局で） 
  介護サービス：通所介護（週１回）・短期入所・福祉用具 
 

・ ４月に転倒後うつ状態が強く、食欲が低下したため市民病院に入 
  院。その後体力、食欲が回復し伝い歩きができるまでになり、要 
  介護区分は４となった。 
 

・ 緑内障の治療が中断しているため、眼科への受診が必要。介護タ 
  クシーを利用し受診を調整。 
 

・ 訪問看護師は、主治医・副主治医と連携がとれて良かったが、耳 
  鼻科や眼科の協力もほしいと希望。 
 

・ 夫は、医師が会議に入ってもらえるため、タイムリーに話ができ 
  て安心、今後も定期的に会議をしてほしいと希望された。 

＜モデル終了後＞ 
  ・主治医・副主治医制、訪問歯科診療、介護サービス等を継続。 
  ・緊急時は、市民病院の在宅支援病床を利用。 



事例２（H24年度より継続） 

   ７７歳 男性 脳梗塞後遺症 介護者は妻（同居の息子も介護に協力） 
   退院時に介護保険を新規申請し、要介護５の認定を受ける→更新により要介護４ 

H25年度の様子 
 
・ 主治医 ：月１回訪問診療 
  副主治医：出番なし 
  歯科医 ：６月に１回訪問したが診察できなかった 
  訪問看護：週１回（状態観察等） 
  薬剤師 ：服薬指導（薬局で） 
  介護サービス：通所リハ（週２回）・訪問介護・福祉用具 
 

・ 気分のムラが激しく、医師以外のサービスの利用がほとんどでき 
  ない状態が続く。通所リハの参加は月２～３回程度。参加すると 
  受け入れは良い。 
 
・ 精神安定剤を処方され、活気がなくなった。 
 

・ 薬剤師は、処方箋だけでは詳しことがわからないが、集まりの中   
  で聞けて良かった。 
 

・ 妻からは、たくさんの人に支えてもらって良かった、と感謝の手 
  紙をいただいた。 

＜モデル終了後＞ 
  ・外出支援のため、通院に変更。副主治医は終了。 
  ・介護サービスは継続。 
  ・緊急時は、市民病院の在宅支援病床を利用。 

     H24年度の様子 
    
・ 脳梗塞により失語。入院中は、夜間 
  でもベッドから下りようとしていた 
  ので、関係者は、介護について不安  
  を持っていたが、家族の強い希望で 
  退院に向かった。 
 
・ 退院カンファレンスから約１カ月 
  間、回復期病棟に入院し、リハビリ 
  も行った。 
 
・ 息子が介護職員であり、妻と２人で 
  介護にあたる。 
 
・ 本人は、外出系サービスを嫌がって 
  いる。気分のムラが激しい。 
 
・ 現在でも本人とのコミュニケーショ 
  ンがとりにくく、介護者はそれを不 
  安に思っている。 

事例３（H25年度から新規） 

  ９０歳 女性 肺高血圧症、慢性呼吸不全 在宅酸素療法、大腿部頸部骨折 
  介護者は息子の妻（息子も介護に協力） 入院中に介護保険を新規申請し、要介護２の認定を受ける 

 

・ 主治医 ：月２回訪問診療 
  副主治医：出番なし 
  訪問看護：週１回（状態観察、清潔保持等） 
  介護サービス：通所介護 ２か所（週1回ずつ）、訪問介護 ２か所（週１～２回）福祉用具 
 

・ 入院中の状態が不安定であったため、在宅看取りを検討され、当モデル事業を希望される。 
・ 在宅酸素療養のため、常時酸素吸入が必要な状態で退院。歩行が不安定なため、歩行器を利用。 
   
・ 入院する前は訪問介護の受け入れはよくなく、退院後のサービスの受け入れを心配したが、拒否的な対応 
  はなく、サービスの受け入れは良好。 
 
・ ６か月後について 
  歩行器の利用はなく、杖歩行で一人で外出するまでに、本人の状況は向上し、落ち着いている。 
  在宅酸素を使用することの意識が以前より高くなった。 
 
・ ケアマネより、３か月後、６か月後と関係者を顔を合わせる機会が多くもてたことで、情報の共有が図れ 
  てよかった。また、家族の安心材料になったと思う。 
 
・ 息子より、会議の開催で本人家族を含めて理解を深めてもらうことで心強かった。 
  在宅酸素を利用しているため、在宅支援病床の利用の受け入れは大変助かりましたと感想をいただいた。 

＜モデル終了後＞ 
  ・主治医・副主治医制、介護サービス等を継続。 ・緊急時は、市民病院の在宅支援病床を利用。 



□主治医・副主治医制のあり方について 

 
 モデル事例からわかったこと 

  ・急性期やターミナルでは、副主治医がいると助かる。また、主治医の 

   負担軽減が図れる。 

  ・副主治医はそれほど負担がかかる仕事ではない 

 

  家族は  ・・主治医が祭日や長期休暇でいない時に、連絡できる医師 

         がいると安心 

  医師も  ・・疾患や病態など必要な時に相談できるシステムがあれば 

         良い 

 

 

     患者の病態等にもよるが、副主治医はあった方が良い 

   

モデル事業の結果から① 

□主治医・副主治医制のあり方について 
 

  退院時の調整の難しさ 

   ・特に退院調整の時間が限られるので、主治医を探すのも難しい。 

    さらに副主治医となると調整が間に合わない 

 

 

       主治医が決まったら、 

       自動的に副主治医が決まるシステムがあると良い 

 

 

     

 

   

 

モデル事業の結果から② 

医師会内でチームを組んで対応できるシステムを
構築していくこととなった。 



□目的 
  病院退院後も引き続き適切に訪問看護サービスを利用することにより、訪問看護サー

ビスの理解と利用の促進を図る。 
 

□事業内容 
  病院から退院後、３カ月間に利用した介護保険、医療保険における訪問看護サービス

にかかる対象者の自己負担分に対し、月額１万円を上限に助成金を支払う。 
 

□対象者（下記のすべてに該当） 

 ・40歳以上の者 

 ・県立成人病センター、守山市民病院の他、圏域内の４病院から退院する者。 

 ・入院先の病院が、退院後に訪問看護が必要と病院が判断し、介護保険や医療  

  保険における訪問看護サービスを直ちに利用する者 

 ・初めて在宅で訪問看護サービスを利用する者 
 

□受付期間  平成25年７月１日から９月30日まで 
 

□条件     退院時カンファレンスの開催 

訪問看護サービス費用助成事業 

訪問看護サービス費用助成事業の結果  

□訪問看護サービス費用助成事業  
  対象者 18名 
 

□アンケート回収状況と回収率 
 

回収数／配布数 回収率 

対象者および家族 14／18 77.8％ 

入院先の地域連携室 3／3 100％ 

訪問看護ステーション 7／7 100％ 

ケアマネジャー 12／16 75％ 

合計 36／40 90％ 



訪問看護サービス費用助成事業のアンケート結果①  

□訪問看護サービスを利用しようと思ったきっかけは（対象者） 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケアマネジャーや病院からの情報提供が、訪問看護を知るきっかけになる。 

・訪問してくれることを知ったきっかけは     ・看護師が訪問してくれることを知っていたか  

訪問看護サービス費用助成事業のアンケート結果②  

□訪問看護サービス利用してみて（対象者） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今まで訪問看護サービスを知らなかった人も含めて、 

 訪問看護を「利用してよかった」、また「今後も継続してりようしたいと思っている」 

 

・今回訪問看護サービスを利用してよかったか    ・今後も継続して利用したいと思うか 



訪問看護サービス費用助成事業のアンケート結果③  

□訪問看護サービスを利用してよかった点について（対象者） 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由：家族の不安が軽減した。医療処置などの専門的なことをしてくれるので安心できた。  

   介護している者が、安心してすごせたし、急な不安な状態があっても、24時間電話 

   できる、来ていただけることはとてもよかった。 

 

訪問看護サービス費用助成事業のアンケート結果④  

□訪問看護サービスの助成について（対象者および関係者） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     理由：経済的に助かる。経済的なことを気にせず、勧められた。 

        訪問看護の導入がスムーズに行えた。 

 

対象者 病院 

ケアマネ 訪問看護 



訪問看護サービス費用助成事業のアンケート結果⑤  

□費用の助成が訪問看護サービスの理解を深める機会となったか 
  

 

理由： 
訪問看護の利用料金が高い反面、業務内容
がわかりにくく知られていないことが多く、
何のために使うかの理解がなかなか得られ
ないが助成期間のケアにより信頼関係等が
結べ、訪問看護の理解を利用して実感する
ことで、訪問看護の良さを納得され、本人、
家族の精神的な安定にもなった。 

病院 訪問看護 

ケアマネ 

訪問看護サービス費用助成事業のアンケート結果⑥  

□訪問看護サービスの助成の期間について（対象者および関係者） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

短かったという意見もあるが、退院後３か月ほどで安定期に入るため、退院直後の混乱しやすい
時期に訪問看護導入し、24時間連絡体制や医療の提供により、安心して過ごせるため、３か月と
いう期間は妥当と考える。 

 

対象者 病院 

ケアマネ 訪問看護 



訪問看護サービス費用助成事業の結果から①  

□アンケート調査で確認できたこと 
 

      訪問看護の利用促進につながった 
   

 

 

 

    

    
 

 

費用助成により、経済的な負担を
考慮せずに、訪問看護を利用する
機会になった。 

退院直後の不安定な時期に訪問看
護サービスを利用することで、本
人や家族らの不安の軽減ができ、
訪問看護のイメージがアップ 

訪問看護サービスを実際に利用す
ることで、具体的なサービスの理
解につながった。 

助成終了後も訪問看護サービスを
利用していく意向につながった。 

訪問看護サービス費用助成事業の課題  

□アンケート調査で確認できたこと・課題 
 

 病院 

 ・訪問看護の利用について、金銭面の問題が多いため、費用の支援は重要である。 

 ・実施に使ってもらわないと訪問看護の良さもわからないことがある。 
  

 訪問看護 

 ・看護師が在宅で何ができるかの普及、ＰＲをしていく必要がある。 

 ・退院後、１か月でも、しっかりと医療が入り、安定期を迎えられることが大切である。 

 ・費用の助成があると対象者にとっても助かるとともに、サービス提供者としても、 

  サービスの回数を増やせたり、時間を検討ができたりと、提案できる機会が増えた。 
 
  

 ケアマネ 

 ・ケアマネが訪問看護の必要性をもっと知ってもらう必要がある。 

 ・介護職のケアマネが訪問看護への相談のタイミングを気づけることが必要である。 

 ・病院側が本人や家族に訪問看護の必要性を説明することは有効だと思う。 

 ・在宅療養の継続、在宅看取りを進めていくには、訪問看護が必要不可欠なサービスで 

  あると伝えていくことが大切である。 

 

 



訪問看護サービス費用助成事業の結果から②  

□アンケート調査で確認できたこと・課題 
 

 

 

１ 訪問看護サービスに対する理解の不足 
 

  →本人や家族らの訪問看護サービスに関する理解度が低く、具体的な内容の認識が低い。 

   訪問看護について、知ってもらう機会を増やし、ＰＲをしていく。 

  →病院やケアマネジャーからの情報提供で訪問看護を知るきっかけとなることが多く、
適切なアドバイスをしていくことが求められる。 

 

２ 訪問看護サービスの単価が高く経済的な負担が大きい 
 

  →経済的な理由から本人や家族らの受け入れが得にくい。 

  →予防的な訪問看護（医療処置のない方等）の場合、他のサービスより優先順位が下が
り、導入が難しい。 

  →経済的な負担を考えると、関係者がサービスの導入を勧めにくい。 
 

 □まとめ 
 

更なる訪問看護サービスの 

理解促進と普及の必要性 
    
 

 
  

・ 訪問看護サービス費用助成モデル事業を継続し、有効性の検証 

・ 関係者が訪問看護サービスについて、理解を深める 

・ 市民に正しく情報を伝えて、訪問看護の理解を図る 

   

   

         

訪問看護サービス費用助成事業のまとめ 



守山顔の見える会 

～多職種協働による在宅医療・在宅看取りができるまちづくりをめざして～ 

 
偶数月の第２木曜日 
18：00～19：30 

 

 ＜内容＞ 
 

・医療・介護サービスの 
   専門職による学習会 
・グループワーク など 

 

 ＜ねらい＞ 

★ 専門性の分かち合い 

★ 多様な市民ニーズに 

対応できる知識と技術の習得 

★ 参加者の顔が見える 

★ 仲間意識が生まれる 

★ 連携が強化できる 

特別講演 患者よし・機関よし・地域よし 

～三方を目指した地域づくり～ 

講師：東近江市永源寺診療所 花戸貴司 所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

花戸先生がおられる東近江圏域では、顔のみえる関係づくりとして「三方よし研究会」が行

われています。守山顔の見える会も、三方よし研究会のように顔が見える関係でお互いを助け

合う優しい互助の心を育んでいけるよう、みなさんの力でつくっていきましょう。 
 

 

 

 

 
 

在宅医療や病院の現場で携わっている人にぜひご参加いただきたいと思います。 

多くのご参加おまちしています。みなさんで顔が見える関係をつくっていきましょう。 

 

＊この通信は、守山野洲医師会のホームページに掲載していきますので、ぜひご覧ください。 

ひ孫が入る場合も 

○利用者本人を中心に医療福祉関係者が支える安全な病院より、安心できる我が家・地域。

最後まで生ききれる地域をつくると、住みやすさ日本一になれますね。 
 
○今日のお話を聞いてもっと自宅で過ごしたいという患者さんの思いを叶えられるのでは

ないかと思いました。明日からの業務の中で、自分に何ができるのか、改めて考えてい

きたいと思いました。 

 

在宅医療は地域づくり 

～次回のお知らせ～  
第２回 平成 25 年 10 月 10 日 (木) 18：00～19：30 守山市ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀｰ 

学習会 「口腔ケアで快適な生活と誤嚥性肺炎の予防」 西川歯科医院  西川康博 院長 

 

患者さんの側から見た在宅医療 

在宅医療は、医師一人ではできません 

みなさんのご感想 

問い合わせ：事務局 守山市健康福祉部 すこやか生活課 

 

 

 

 

 

発行：守山顔の見える会 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

守山顔の見える会 代表 福田 正悟 先生 

（守山野洲医師会副会長）のあいさつでスタート！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本来は、学習会とグループワークを行っていくのですが、第１回は特別講演として、先進的

に在宅医療に取り組まれている、東近江市永源寺診療所所長の花戸貴司先生にお話をいただき

ました。  

もりやま顔見え通信 
第１号 平成 25 年８月 30 日 

平成 24 年度に実施した在宅医療普及・推進モデル事業を通して、「専門職の顔の見える

関係づくりが大切！」という声をもとに、守山顔の見える会を立ち上げました。関係者が連

携し合い、守山市のみなさんが住み慣れた地域で安心して過ごせることを目指していきたい

と思います。みなさん、どうぞよろしくお願いいたします。  

「第１回守山顔の見える会」が開催されました！ 
 
遅い時間にも関わらず、またびわ湖花火大会の開催日にも関わらず、忙しい勤務を終えて、

多くの方にお集まりいただきました。 

会の開催にあたり、準備会を立ち上げていただき、第１回目の開催となりました。 

準備会のメンバーのみなさん、ありがとうございます。引き続き、幹事会のメンバーとして

よろしくお願いします。 

 

【開催日】平成 25 年８月８日（木） 

18：00～19：30 

【会 場】守山市コミュニティ防災センター 

【参加者】医療関係者 29 人、介護関係者 22 人 

その他 ２人、行政等 20 人 合計 73 人 

この会では、在宅医療に携わるみなさんの顔が互いに見えるこ

とで、話やすくなり、連携しやすい関係を築いていきたいと考え

ています。 

また、在宅医療についての知識を深め、それに携わる方々の役

割について分かち合えることで、いままで以上に安心して過ごせ

る地域をみなさんでつくっていきたいと思っています。 

 

「顔が見える」関係づくりの第一歩！！ 

参加者のみなさんに 

自己紹介をしていただきました。 

はじめて顔を合わせる方が多かったと思います。 

会をとおして、お互いを知るきっかけにしていきたいです。 

次のページへ 



• 開催日  平成26年１月19日（日） 

       午後２時から４時 

• 場所   守山市民ホール集会室 

• 講師   國森康弘さん（写真家） 

• 参加者数 83名 

 

在宅医療・在宅看取り講演会の開催 

＜感想＞ 

・本を読んだことがあったので、講演を聞けて良
かったと思います。命を大切にすることを教えて
いただきました。 
 

・人の死が温かいものである、命を繋ぐというこ
とである、ということを、すごく感じました。 
 

・ご本人の希望に添い、自宅での最後を迎える
ということは、本当に幸せな事だと思い、介護関
係に携わる者として、その人にとっての幸せな
最後を他の専門職と支えあい、作り上げていくこ
とが大切だと思った。 

 
 

 

在宅医療・介護連携サポートセンターの整備 
 

 平成26年４月から、在宅医療・介護の連携を推進するため、地域包括支援センター
内に「在宅医療・介護連携サポートセンター」を開設します。 

 

在宅医療・介護連携拠点センターのイメージ 

歯科医院 薬局 

診療所 

介護ｻｰﾋﾞｽ事業所 

患者 

介護ｻｰﾋﾞｽ 

在宅訪問 

在宅医療・介護連携拠点 

地域包括支援ｾﾝﾀｰ 

成人病センター他 

病病連携 
守山市民病院 

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ 

訪問診療 

訪問看護 

訪問歯科診療 

〈スタッフ〉 
 

     ・保健師（看護師） 
     ・医療ケースワーカー 
           ・事務職 

〈具体的な取組〉 
 

１ 在宅医療・介護への移行調整 
２ 在宅医療・介護時における多 
  職種間の調整 
３ 病病および病診の連携と調整 
４ 在宅療養にかかる相談支援や 
  情報共有 
５ 在宅療養時における緊急時の 
  支援病院・医療機関との調整 
６ 在宅医療・介護にかかる人材 
  育成や市民啓発等 

 高齢者が住み慣れた地域で自分らしく最期まで安心して暮らすこと
ができるよう、医療・介護サービス等が切れ目なく提供できる体制をつ
くります。 
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 平成26年１月14日の京都新聞に掲載されました 

 

「在宅医療・介護連携拠点センター」を拠点として、多職種協働による在宅医療・介護の
支援体制を構築し、医療と介護が連携した地域における包括的かつ切れ目のない継続的な
在宅医療・介護の提供を目指し、来年度は以下の事業を実施していく。 

 

 １ 訪問看護サービス費用助成モデル事業の拡大 

    訪問看護の理解を深め、利用促進を図るため、モデル事業を継続し、有効性を検 

    証する。 

 ２ 守山顔の見える会の継続 

    多職種が専門性を分かち合い、連携を強化するため、参加者の拡充を目指す。 

 ３ 在宅医療・介護、在宅看取りに関する市民意識調査の実施 

    市民の在宅医療等への意識を明らかにし、今後の方向性を検討する。 

 ４ 在宅医療・看取りに関する市民啓発 

   ・講演会の開催  ・エンディングノートの普及、啓発 

 ５ 主治医・副主治医制の推進 

    医師会中心に整備される主治医・副主治医制の普及・啓発と活用の促進を図る。 

今後の方向性について 



愛荘町 

一次医療体制再構築事業 
 

愛荘町健康推進課 

      酒井 紀子 
あしょうさん 

人 口： 21,232人（25.10.1） 

65歳以上：4,345人（2510.1） 

出生数：  239人（平成24年） 

高齢化率： 20.5％（25.10.1） 

    ＊愛知川地区と秦荘西学区の一部は、 

      宅地開発やアパートの増加により、 

      転入転出の人口移動が激しい。 

    ＊出生数は着実に増えている 

    ＊秦荘地区は高齢化率が高い 

   

 

 

出生率の推移

9

10

11

12

13

H18 H19 H20 H21 H22 H23

愛荘町

滋賀県

愛荘町へようこそ 



愛荘町をとりまく現状と課題 

 

・出生数は着実に増加  

・進行は遅いものの着実に高齢化は進展している  

 特に、秦荘東学区は超高齢社会 27.2％ 

 

・高齢化に伴い要介護認定者が増加している 

・死亡者の８割は病院 

・国保税の値上がり・介護保険料も上がる予定 

・在宅療養をすすめるための医療・介護資源が乏しい 

 

・町内医療機関の廃業 

 町内医師の高齢化・町外在住 

・町医や校医の受け手にも難航 

・予防接種の個別接種化、企業や施設の嘱託医など、 

 医師は診療以外の業務も多忙 

 

・湖東保健医療圏域には、産科・小児科・精神科が不足 

・豊郷病院小児科は、小児二次救急医療も入院患者も 

 受け入れできない 

・発達障がいの受診予約は、平均４か月待ち 

 

・愛知郡休日急病当番医制の継続は難しくなった 

・休日急病当番医を受診する半数は１５歳までの小児 

 

 

 

平成２４年度 
 ① 休日急病診療 

 ② 小児科医療 

 ③ 在宅医療 

 

     

 

    
 平成２５年度 
① 他業種多職種連携 

② 役割分担 

③ 住民への啓発 
愛荘町の地域医療を考える検討会 

平成２５年度の活動報告 

今年度は以下の3項目に重点を置き・・・ 

地域医療の充実に対して取り組みを行った 

 

① 在宅医療啓発元年 
    在宅看取りに関する啓発活動 

 

② 発達支援を核 
    発達支援を核とした小児医療提供体制の充実へ向けた取り組み 

 

③ 休日急病体制の調整 
    平成26年度の休日急病診療体制 ～在宅当番医制度の調整～ 

 
 



在宅看取りに関する啓発活動  

目指すところは・・・ 

そのために・・・ 

在宅看取りを住民ひとりひとりが 
身近なテーマとして捉えてもらうことを目的に  

 

平成25年度を「在宅医療啓発元年」 
 

と位置づけ、様々なイベントを積極的に開催した 

在宅医療を中心とした 
地域包括ケア体制の充実 

「在宅医療啓発元年」関連イベント 

看取りを 

テーマにした 

写真展 

在宅医療の現場 

…のお話しを聴く 

 講演会 

リビング・ウィル 

をテーマに・・・ 
出前講座 



愛荘町五愛塾講座 

受講者のアンケートより・・・ 
 

 問. あなたは「在宅療養」や 
    「在宅での看取り」に関心がありますか？ 

受講者の状況・・・ 
 

   参加者 １６６人     ７０歳代 29％  
                  ６０歳代 25％ 

 第４回 いのちをつなぐ  ～在宅看取りの現場から～ 

五愛十心 
～ふれ愛、学び愛、そだち愛、支え愛、高め愛～ 

 
問．参加者の感想の中から・・・・・ 
 

 ・義母も亡くなりましたが、在宅での看取りができて 

  いたらと…後悔の念ばかりです。 

 ・核家族が増え、地域のつながりの薄いところでは、 

  地域医療の浸透がまず必要だと思った。 

 

 問. 一緒に考えたり、一緒に活動してくださる方を 
    募っています。 
 
     連絡先の記入あり・・・１９人（11.4％） 



  企画写真展  『いのちつぐ みとりびと』 

看取りとはー 
大切な人が息を引き取る 

「旅立ち」のとき、 
そばに寄り添い、 

感謝と別れを交わすこと。 
 

看取りは、命のバトンリレー 
亡くなる人が代々受けつぎ 
自身の人生でたくわえてきた、 

あふれんばかりの生命力と愛情を 
私たちが受けとること 

 
いつか自分が「旅立ち」を迎えたとき、 

愛する人に手渡していくこと。 
 

あたたかな看取りによって、 
「いのちつぐ」写真の数々・・・  

身じまい講座 『在宅医療を考えよう』 

今から考えたい「リビング・ウィル」 －終活のすすめー 
 

◇終末期医療とリビング・ウィル 

   リビング・ウィル（意思表明書）は 

   なぜ大切なのでしょう？ 

 

◇備えあれば憂いなし 

   自分らしい終末の準備 

   困らないための対策 

 

◇終活のすすめ 

   ・じぶん自身の財産の整理をしましょう 

   ・遺言について 

   ・相続とは？                

   ・相続後の手続きについて 

 

税理士さんから    



発達支援を核とした小児医療提供体制の 

充実へ向けた取り組み 

一時は供給が危ぶまれた小児医療の提供体制 

  豊郷病院小児科 

         ～滋賀医科大学医学部附属病院からの派遣医師を確保 

     ⇒ 外来診療については平成26年度も維持できる目途 

今後も継続して・・・ 
  ・ 小児の二次医療充実に向けて政策的な努力 
  ・ 需要が顕在化してきている発達障がいの分野について 
    十分な医療サービスの提供が図られるよう積極的に支援 
 
 
 
  ＊地域の診療所のバックボーンとして、病院小児科に支えられる。 
    医師の疲弊を防ぐことができる。 
  ＊診察待ち時間の短縮もできる。 

在宅療養への協力を期待・・・ 

在宅当番医制度について・・・ 
 

  ＊愛荘町休日急病診療当番医制の継続 

  ＊彦根休日急病診療所の併用 
 

○「休日の愛荘町を無医地区にしたくない」という医師の熱き思いを、在宅医療の推 

 進力として、医師・歯科医師・薬剤師の連携会議を核に、地域医療システムを構築 

                               

  

平成26年度の休日急病診療体制  

～在宅当番医制度の調整～ 

 彦根市保健・医療複合施設 「くすのきセンター」 開設 

   ＊在宅医療福祉の拠点施設 

    ＊休日急病診療の新たな拠点 

○住民が不安なく生活を送ることができる 

  地域医療をチームで支える。 

○住民自らが地域医療を支える主体になる。 

 

 

 

 

 



在宅当番医表 

簡単に閲覧できるよう…町のホームページにUP完了 
平成２６年度 愛荘町休日急病診療当番表 

  ＜診療時間＞ 午前９時 ～ 午後５時 （受付時間は４時３０分まで） 

 

月  日 医療機関 

4 ２９ 

5 ３・ ５・ ６ 

7 ２１ 

9 １５・２３ 

10 １３ 

11 ２・２４ 

12 ２３・２９・３０・３１ 

1 １・ ２・ ３・１２ 

2 １１ 

3 ２１ 

彦根休日急病診療所  

＜診療時間＞ 

  午前１０時～午後７時 

（受付は６時３０分まで） 

 

＜住所：電話＞  

 〒522－0057  彦根市八坂町１９００番地４  

 電話 ０７４９－２２－１１１９  

 

月 日    医療機関 （敬称略） 月 日    医療機関 （敬称略） 

6 石川医院  5 矢部医院 

13 中川クリニック 12 世一クリニック  

20 上林医院  19 近江温泉病院 
４ 

27 北村医院  

10 

26 上林医院 

4 近江温泉病院  2 北村医院 

11 成宮クリニック 9 中川クリニック  

18 野口小児科医院 16 成宮クリニック  
５ 

25 矢部医院  23 野口小児科医院  

1 世一クリニック 

11 

30 こすぎクリニック  

8 近江温泉病院  7 矢部医院 

15 北村医院  14 世一クリニック  

22 上林医院  21 石川医院 

6 

29 こすぎクリニック  

12 

28 近江温泉病院 

6 中川クリニック 4 北村医院 

13 成宮クリニック 11 上林医院 

20 野口小児科医院 18 中川クリニック  
7 

27 矢部医院  

1 

25 成宮クリニック  

3 世一クリニック 1 野口小児科医院  

10 石川医院  8 矢部医院 

17 近江温泉病院  15 世一クリニック  

24 北村医院  

2 

22 近江温泉病院 

8 

31 竹中医院  1 北村医院 

7 上林医院  8 上林医院 

14 中川クリニック 15 中川クリニック  

21 成宮クリニック 22 成宮クリニック  
9 

28 野口小児科医院 

3 

29 竹中医院 

平成26年度に向けて 

（仮称）愛荘町版「地域医療計画」 

〔プロローグ編〕を作成中 

来年度は 

これに肉付けをしていくイメージで・・・ 
課題を解決していく 

学区ごとに地域医療の現状と課題を分析・・・ 



今後の課題  

    秦荘中学校区の高齢化 

    愛荘町全体として将来に向けての高齢化対策 

    地域による医療供給の偏在解消 

    出生率の増加にともなう小児医療提供体制の拡充 

ご清聴ありがとうございました。 



平成２５年度高齢者健康づくり基盤整備事業 

「糖尿病性腎症重症化予防事業」 

＆ 
「東近江市版 

お薬手帳普及啓発促進事業」 

平成２６年２月２７日（木） 

東近江市 
平成２４年度からの継続！ 

東近江市の位置 

名神高速道路 
八日市ＩＣ 

三重県 

ＪＲ琵琶湖線 
能登川駅 

琵琶湖 



東近江市の概要と市町村合併 

●人 口   １１６,９２２人（平成25年1月1日現在） 

●後期被保険者数１３,３１１人（平成25年1月1日現在） 

 

●平成17年2月11日 

  八日市市・永源寺町・五個荘町 

         ・愛東町・湖東町の１市４町 

●平成18年1月1日 

  東近江市・能登川町・蒲生町の 

     １市２町で、「新・東近江市」が誕生 

滋賀県東近江市の組織図 

市民環境部 

 ●保険年金課   

        後期高齢者医療給付全般 

        保険料賦課徴収事務                         

 

健康福祉こども部 

 ●健康推進課 

   高齢者健康診査、がん検診、保健事業 

 ●いきいき支援課・長寿福祉課 

     介護保険関係全般 



糖尿病重症化⇒飛躍的に増大する医療費 

Copyright(C)2011 Data Horizon Co.,Ltd. 2 

【被保険者数10万人の場合】  

   
 
  

糖尿病予備群 糖尿病～早期腎症 顕性腎症～腎不全 腎不全(透析) 

年間医療費 
(1人あたり) 

約5０0万円 約25～50万円 約5万円 

人数 100人 1,３４０人 1５,０００人 

約10倍  
   
 
  

約1００倍 
   
 
  

２４０人  
   
 
  

２5人  
   
 
  

重症化を防ぐ対策が必要!! 

(人数は、A市の実績を元に被保険者数を10万人に換算) 

糖尿病患者が増え続けている今、糖尿病の重症化を防ぎ、医療費の適正化を図る 
ことが必要です。 

65 60 55 50 45 70 75 80 40 

50 

100 

0 

透析療法期(Ⅴ) 

腎不全期(Ⅳ) 

合併症なし(Ⅰ) 

３年 ３年～ 

ml/分 

歳 

４年 

早期腎症 顕性腎症 腎不全 透析 合計 

指導なし ５年間 ３年間 ３年間 ４年間 １５年間 

指導あり① ２８年間 ２８年間 

指導あり② １４年間 ９年間 ５年間 ２８年間 

指導① 

指導② 

（参考文献）①糖尿病腎症 –基礎と臨床の最前線- ５章 中外医学社 2007.10 
  ②Makino H et al: Diabetes Care 30: 1577-1578, 2007 
  ③糖尿病腎症 –基礎と臨床の最前線- ５章 中外医学社 2007.10 
  ④ORIENT Study 第53回日本腎臓学会 2010.6   

（年齢は分り易くするための参考例です。） 

生活指導を行った場合の 
病期推移の見通し 
     広島大学 森山教授 

顕性腎症期(Ⅲ) 

糖尿病早期腎症の指導効果の試算（病期年数の変化） 

糸球体濾過量
GFR 

指導なしの場合の推移 
出典：糖尿病腎症教室 
    医歯薬出版 2006.4 

文献にもとづく推移 ① 
文献にもとづく推移 ② 

文献にもとづく推移 ③ 
文献にもとづく推移 ④ 

生活指導による各病期年数の変化 

指導対象者 

早期腎症期(Ⅱ) 
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糖尿病早期腎症の指導効果の試算（医療費の削減効果） 

生活指導による１人当り医療費の変化 

ステージ 
医療費／人

年 

透析療法期 5,000千円 

腎不全期 500千円 

顕性腎症期 250千円 

～早期腎症
期 

50千円 

早期腎症 顕性腎症 腎不全 透析 合計 効果額 

指導なし 250千円 750千円 1,500千円 20,000千円 22,500千円 － 

指導あり① 1,400千円 0千円 0千円 0千円 1,400千円 21,100千円 

指導あり② 700千円 2,250千円 2,500千円 0千円 5,450千円 17,050千円 

ステージ別医療費 

被保険者数＝100,000人，全年齢対象 

医療費：約500万円/人年 

該当者：約100人 

医療費：約50万円/人年 

該当者：約240人 

医療費：約25万円/人年 

該当者：約1,100人 

透析療養期(Ⅴ) 

腎不全期(Ⅳ) 

早期腎症期(Ⅱ) ～ 

合併症なし(Ⅰ) 

指導対象 

顕性腎症期(Ⅲ) 

医療費：約5万円/人年 

該当者：約15,000人 

25人 

90人 

240人 

約5千万円 ～ 6千万円 
の効果 

①脱落・指導中止 ： 20% 
↓ 

指導完了者は 40人 
 

②生活習慣変容  ： 70% 
↓ 

生活習慣変容者は 28人 
 

※広大研究結果を参考 

透析に至る確率 ： 10% 
 

透析への移行/腎症期の悪化 
 ＝25人/240人 

効果（透析移行しない） 
2.8人 

５０人を指導した場合の 

医療費削減効果 
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東近江市の健康課題である「高血圧」と「高ＬＤＬコレステロール」と
いう糖尿病の危険因子に対応し、高額な医療費となる人工透析へ
の重症化を予防することを目的として実施。 

「糖尿病性腎症重症化予防事業」 

取組目的 

 レセプトデータ分析を委託し、糖尿病性腎症Ⅱ期・Ⅲ期の方を抽
出し、個別訪問などを実施する。 

 対象は、平成24年度は、後期高齢者に該当される前のレセプト
データが活用できる国保加入者から、後期新規対象者から77歳前
後としていましたが、平成25年度から全被保険者を対象。 

取組内容ほか 



平成２４年度 実施内容 ① 

2011年9月 

2011年12月 

2012年2月 前期 

2012年5月 後期 

3ヶ月重複 

新規：11名 前期からの継続：179名 前期のみ：15名 

種別 人数

後期の対象者 190

新規発生 11 6%
前期からの継続 179 94%

ステージに変化なし 172 96%
ステージに変化有り 7 4%

ステージ上に変化 5
ステージ下に変化 2

後期に、いなくなった人 15

後期で新たに対象者となった方

新規発生 人数

5 0

4 0
3 1
2合併症有り 1
2合併症なし 9

後期で対象者ではなくなった方
いなくなった人 人数

5 0

4 2
3 1
2合併症有り 1
2合併症なし 11

前期からの対象者でステージに変更のない方

ステージに変更なし 人数

5 1

4 3
3 11
2合併症有り 28
2合併症なし 129

平成２５年度 実施内容 ① 



平成２４年度 実施内容 ② 

図：全期間のイメージ

2011年9月 2012年5月

全期間(9ヶ月)
ステージ別、特定疾病別人数

15年以上 3
10年以上15年未満 9
10年未満 63

18685指導対象者：35合計

単位：人

糖尿病歴

指導対象者

12

11

3

0

全体

1

4

14

31

136

1

がん・精神疾患
難病・認知症

入院

ステージ2(合併症なし)

ステージ2(合併症有り)

ステージ3

ステージ4

ステージ5

61

19

3

1

平成２５年度 実施内容 ② 



・平成２４年度は、前期対象は179名で、後期対象は190名で、 

 新規は11名、非該当者は15名でした。 

  平成２５年度は、前期対象は374名で、後期対象は429名で、 

  新規は55名、非該当者は26名でした。 

 新規は、社保加入者、転入、非該当は、死亡、転出が主で 

 した。 

• 抽出後、介護保険担当課で、認定状況などを確認後、最終
対象者として抽出。平成24年度は31名を抽出。平成25年
度は、81名を抽出し確認中。 

 （対象者は、75歳～77歳。2，3，4ステージ。がん、精神疾  

  患、難病患者を除く。） 

  ⇒今後、訪問案内を送付後、個別訪問を実施予定。 

実施内容まとめ 

東近江市版「お薬手帳」普及啓発促進事業  
○東近江市版「お薬手帳」普及啓発促進検討委員会の設置 

    医師会・歯科医師会・薬剤師会など12名で組織。 

○内部検討委員会を関係各課担当者(6名)で、下部組織として設置 
      

○検討委員会の開催  

 第1回 平成25年2月7日 作成方法（大きさ・内容ほか） 
                 普及啓発の方法、関係機関等の調整 

 3月7日 静岡県薬剤師会・静岡市医師会への先進地視察 

       災害型お薬手帳ほか 

 第2回 平成25年3月21日開催予定 ⇒ 試作品作成 
 

 

○東近江市版「お薬手帳」⇒ 平成26年3月完成 
 

検討委員会設置後、「東近江市版お薬手帳」作成に向け運営 

検討された内容に基づきお薬手帳を作成後、配布。 



「お薬手帳」実用例 

丸山薬局（東近江市）から 

「お薬手帳」静岡県薬剤師会  



「お薬手帳」校正中！ 


